LMS とラーニング・コミュニティ : ライティング科目での授業実践にもとづくCMC 研究からのアプローチ by 内田 啓太郎 & Keitaro Uchida














































（Learning Community、以下 LC と記述する）であると措定しておく。






























































Communication、以下 CMC と呼ぶ）を実現し、CMC が物理的・時間的な制約を超えたコミュ
ニケーションを可能にするという特性を教員が生かすことにより学習者の間にコミュニケーショ
ンを促進させることができる3。
ここまでの記述により LC を形成・維持するツールとして LMSを利用できることがわかった。
では具体的に LMSをどのように利用し、ツールとしての有用性を見出すことができるだろうか。
1.3では2.および3.における具体的な考察に向けてその方向性を整理しておきたい。
1. 3 問題の考察における CMC研究アプローチの導入
1.2で提起した LMS の有用性とは、LCの形成・維持に必要な情報とコミュニケーションを生
成し、蓄積し、循環させる可能性にある。






このように考察の方向性を整理しておくと、LMS の有用性については CMC 研究のアプロー
チから考察することが適切であると言える。そこでその「アプローチ」について述べておく。
社会心理学者の川浦康至（1998）は「ウェブ」登場以降の CMCを二つに類型化して比較して
いる。まずウェブが登場するまでの CMCを ABC（Article-based communication）、つぎにウェ
ブが登場した以降のCMCをWBC（Web-based communication）と類型化した（表）。
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る。以上のことから「ウェブ」である LMS はWBC 的な CMC観を基礎としてその有用性を述
べるべきであるが、LMS を LC の形成・維持のツールとして利用する場合にはABC 的な CMC
観も必要であることをここで述べておきたい。その理由を具体的に2.から説明してゆく。
2. ラーニング・コミュニティ（LC）に対する LMSの有用性






つまり LMS を利用する有用性とは結局のところ、LC を形成・維持する「場所」として LMS
を利用できることにあると言える。それでは2.1から、本学で運用中の LMS「LUNA」を筆者の
担当科目において利用した実践にもとづき具体的に論点として述べてゆく4。




























  Page 12 13/02/21 08:33
2. 2 論点その：コミュニケーションを生み出す場所としての LMS





























そして LMS がウェブでありながらABC 的（なコミュニケーション空間を可能にする）性質を




3. 1 WBCか／ ABCか：二つの論点を結合した考察
ここで LMSが（CMC研究の立場から言えば）WBC 的なコミュニケーション空間を実現して
いることについて再確認しておきたい。1.で ABC と対比させながらWBC について説明した。







以上、LMS が持つ ABC 的な性質を念頭においた利用を授業運営の中で考え、進めて行かなく
てはならないだろう。




















見て LC を形成・維持する必要がある。ただしそのためのツールとして LMS を利用することが
必須である。それは LMS上で公開する教材や、学習者間でやりとりされるコミュニケーション
すらも「情報」としてストックし、必要に応じて呈示することで、LC を形成・維持するために
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本稿では筆者が担当しているライティング科目において LC を形成・維持するため、LMS を
どのように利用すれば良いのかということについて CMC 研究の観点を取り入れつつ述べてき
た。今回の考察を通じて理解できたことはウェブであり CMC としては WBC である LMS を
ウェブ以前の CMC のモードであるABC として捉え、そのような CMC観にもとづいた利用を
すすめてゆく（そして教授法を考えてゆく）という「発想の転換」であった。
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〔注〕









 学習者という用語について通常は科目を履修する学生のみを指し示すが、筆者は LC というコミュニ
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